
　　　　　     群　馬　県　立　板　倉　高　等　学　校　　　  学　校　評　価　一　覧　表　　　（令和6年度版）　　　　　　 （別紙様式）

達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合
①類型・選択科目の内容を生徒に十分説明し、生徒のニーズを達成
する類型・科目選択ができるようにする。

B A A

②チャレンジタイムのそれぞれの目標を示して、生徒一人一人が積
極的に活動できるように、内容を工夫する。

A A A

①研究授業・授業研究・授業アンケートを計画的・効果的に実施す
る。

A A A

②生徒の興味関心を念頭におきながら、ペア学習やグループ学習を
取り入れ、主体的に深い学びになるように工夫する。

C C B

①教科内で「基本科目」の内容や授業形態について十分検討し、統
一歩調で指導する。

A A A

②到達目標を明確にし、授業と補習に繋がりを持たせ、学習の習慣
化を図る。

B B B

③個々のレベルに応じて目標を設定し、上位級の検定に挑戦するこ
とができる。

B A A

4 組織的・継続的な指導を
行っていますか。

①学校全体で生徒の情報が共有できる体制を整え、モラル向上の行
事を計画的に実施する。

B B B

○学校の一番の義務は生徒の安全安心を保証すること
である。
○服装頭髪など身だしなみがしっかりしている。
○安全面と清潔にはきちんと配慮されている。

②服装頭髪指導の年間計画を立てて、分掌や学年と連携協力して実
施する。

B A A

○校舎がとてもきれいで整理整頓され、学習環境が
整っている。生徒も落ち着いて真剣に授業に取組めて
いる。地域住民に挨拶してくれる生徒も増え、生徒指
導がしっかり行われている。

①いじめに関するアンケートを年間5回、それに伴うフォローアッ
プを年間5回実施する。

B B B

○いじめ防止や早期発見に向けた取組を積極的に
行っている生徒が７８％であるが、そう思わない
生徒が１割いるのは見過ごせない数値である。

②定期的にいじめ防止対策委員会・ケース会議を開き、組織的な対
応をする。

A A

○全体的に明るく元気で和気藹々としている。真
面目で素直な生徒が多く、雰囲気も明るく開放的
でとても良い。

①保護者の協力を得ながら、段階的指導を行う。

B B

○きめ細やかな温かい指導を願う。命の大切さを身に
しみる指導を期待する。
○欠席率が目標値に届かずとも様々な事情を抱えた生
徒もいる中で６％に留まっていることはよい。

②交通安全教室、ＨＲ等でルールを遵守させ、登下校指導を定期的
に行う。

B A A

○欠席遅刻率について、体調不良や交通の便が悪いこ
となど様々な要因がある。社会に出てからは、安易に
休むことはできないので、高校生のうちから意識させ
る必要がある。

7 計画的な指導を行っていま
すか。

①計画に沿って実行し、事後の反省点を拾い上げ、改善する。

B A A

②保護者との関係を密にし、三者面談等を個々の進路に関する情報
を提供する。

A A A

8 生徒は自らの進路について
真剣に考え、その実現に向
けて取り組んでいますか。

①適性検査や体験学習、面談等で自己理解を深める。

C B B

②個々の目標とそれに応じた具体的な対策を示し、自ら学ぶ意欲を
高める。

B B B

③入社試験や入学試験に合格するために面接練習や模試を計画的に
設定する。

B B

①多くの保護者が参加できるような内容に設定し、情報を発信して
参加を促す。

A A

②日本語指導支援員やＡＬＴと協力しながら情報を発信していく。

B B

③学校行事やチャレンジタイム等の情報を発信し、教育活動を広く
理解してもらえるように努める。

A A

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を
行っていますか。

①教科等の指導場面において、積極的に活用し、学力・学習意欲面
で多様な生徒に応じた授業展開を行う。

A A

○職員の意識の高さの表れである。校長のリーダー
シップのもとさらなる職員の成長を期待する。
○アンケート等のお知らせが直接保護者にメールで届
くのはとても良い。

11 ＩＣＴを活用した業務改善
を行っていますか。

①校務分掌・学年等が実施する諸調査等をグーグル・フォームを活
用し、分析結果を適切にフィードバックする。

A A

○ICTの活用でより効果的な指導ができている。今後も十
分活用されていくことを望みます。
○インターネットの安全利用やリテラシーの問題等は、不
可欠なスキルなので先進的な教育は大変ありがたい。

○主体的に取り組むことは、今後必要である。
○向上心をかき立てるような手法を探り生徒自ら
動いてほしい。
○学校の方針に基づき、全職員がチームとして取
り組んだ結果である。
○生徒・保護者に比べて職員の評価が低い。生徒
の学習に対する姿勢や興味関心を高めていくため
に、授業の創意工夫を行ってほしい。

①自分の適性を理解している生徒が、71％である。自己理解を深める活動の
機会を増やすとともに、進路適性検査をよりよい進路選択のために有効に活
用していく。
②進路実現に向けて積極的に取り組んでいる生徒が76％である。進路実現に
役立つ内容を「進路の手引き」、「板高進路ニュース」に示し、今後も生徒
が積極的に取り組めるようにしていく。
③３学年の調査では、８５％であった。今後、進路実現に必要不可欠な情報
を適宜提供するとともに、進路に関しての個別指導を充実させていく。

○第一希望の進路に８５％が決まるという数
値は素晴らしい。地元の企業などで働く板高
には頑張ってほしい。
○適性検査や自己分析の機会を多く設けられ
ている。今の若者世代のほめて伸ばす教育の
悪い側面としての自己評価の甘さ、叱られ慣
れないための打たれ弱さ等、生徒本人の適性
理解については、苦慮されていると思いま
す。

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

生徒は確かな学力を身に付
けていますか。

生徒は健康で、規則正しい
学校生活を送っています
か。

　
6

　
5 学校はいじめの防止や早期

発見に向けた取組を積極的
に行っていますか。

3
○教科書自体がとても分かりやすかったり、プリ
ントを多く用いたり授業がよく工夫されている。
授業態度もよく、取り残されている生徒がいない
という印象を受けた。
○資格を取得する目標を持って学習に取り組み、
進路選択の一助になればとよい。
○進路目標に対する生徒のビジョンが楽観的で苦
労されることも多いと感じます。現実を見つつも
前向きな気持ちを失わせないようなご指導を願
う。実用的な資格を取得する取り組みは社会に出
る際の自信にも培われてとてもよい。

②日本語を母国語としない保護者には、易しい日本語ま
たは翻訳した通知等を年２回以上配布する。

①校務分掌・学年等においてＩＣＴを活用した業務改善
を進め、校務分掌・学年等が実施する諸調査等の６０％
以上をペーパーレスで実施する。

②進路目標に応じた学力を身に付けたと自己評価してい
る生徒が80％以上である。

①「ドリカムプラン」に満足している生徒が８０％以上
である。

①「基礎科目」において、基礎・基本の知識が身に付い
たと感じている生徒が８０％以上である。

①公開授業、学級懇談会等に参加している保護者が、の
べ５０％以上である。

③資格取得に向けた指導に、生徒の80％以上が満足し
ている。

①規律が保たれ、学校が安全だと感じる生徒が８０％以
上である。

①欠席率が５％以下及び遅刻率が３％以下である。

①自分の適性を理解している生徒が、６０％以上であ
る。

②交通マナーやルールを遵守して、自分の命を守るとい
う意識を常に持っている生徒が８０％以上である。

②日頃の情報共有に加え、「生徒情報」を月1回まと
め、職員相互で情報共有し、職員が生徒についての必要
な情報を１００％理解している。

②生徒の将来の志望について理解している保護者７０％
以上である。

②進路実現に向けて、積極的に取り組んでいる生徒が７
０％以上である。

③第１希望の進路を実現できた生徒が９５％以上であ
る。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

①「興味関心の持てる授業だった」と、生徒の８０％以
上が答えている。

羅　　　　　針　　　　　盤

1
①類型・コース制の特色を生かした教育課程に、生徒の
８０％以上が満足している。

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

2 生徒の実態に応じた指導を
行っていますか。

②授業後に、「もう少し自分で勉強したい気持ちになっ
た」と生徒の６０％以上が答えている。

特色ある教育活動を行って
いますか。

③学校のＷｅｂページを月２回以上更新する。

①「学校は、いじめ防止や早期発見に向けた取組を積極
的に行っている」と認識している生徒が８０％以上であ
る。

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

9Ⅴ 家庭、地域社会に積極的に
情報発信をしていますか。

①教科等の指導場面においてＩＣＴを活用し、個別最適
な学び、協働的な学びの授業を実践している教員が８
０％以上である。

②チャレンジタイムⅠ・Ⅱ・Ⅲの内容に、生徒の８０％
以上が満足している。

②基本的生活習慣を身に付け、服装頭髪など身だしなみ
がしっかりしている生徒が８０％以上である。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

①特色を生かした類型・科目選択ができることに生徒の85％以上が満足して
いる。今後も、生徒の実態を把握し、授業内容の点検を複数で行うなど、改
善を図る。
②チャレンジタイムⅠ・Ⅱ・Ⅲの内容に生徒の９０％以上が満足している。
「基礎学習」「体験」「社会に出ての必要な力の育成」の特色ある活動を継
続していく。また、保護者への周知等を行い、充実させていく。

①１学期は、公開授業、学級懇談会。２学期は、公開授業に参加している保
護者が、のべ60.1％である。昨年度より低い。各行事の内容・実施時期・実
施方法等を検討し、改善していく。
②多文化共生・共創を目標とし、生徒の実態に応じた個別最適な支援ができ
るように日本語指導支援員やALTだけでなく係職員も含め、計画的に情報発
信を行っていく。また、易しい日本語の保護者あて通知を紙媒体とともに、
ＧＳＮメールでも送信した。
③各行事終了後に、Wｅｂページを更新した。また、保護者あて通知は、紙
媒体とともに、ＧＳＮメールでも送信した。

○積極的に情報発信している。
○我が子が活躍するとわかるそんな内容の行事が
あればよい。
○働き方改革は小中高の喫緊の課題である。改革
を推進してほしい。
○外国にルーツがある生徒も多い中、様々な工夫
で保護者との連携を図っている。
○自動翻訳機の導入ややさしい日本語等、外国に
ルーツがある方々に向けた配慮と工夫もよくされ
ている。保護者や地域の方々の意見にも迅速かつ
的確に対応していただけてとてもありがたい。

学校関係者評価

○チャレンジタイムは発展してほしい。
○特色ある学校づくりに努めていることが生徒の
高い数値からわかる。
○体験学習が多岐にわたり充実している。特に｢社
会に出て必要な力の育成」は板倉高校の大きな特
色として今後も充実させてほしい。
○金銭収入に直結する仕事だけでなく、ボラン
ティア活動での社会参加も素晴らしい。

①「ドリカムプラン」に満足している生徒が94％である。生徒の実態を把握
し、生徒の興味関心を喚起するように点検・改善をしていく。
②生徒の将来の志望について理解している保護者が､87％である｡生徒の進路
実現に向けて、進路情報を適宜提供する。また、保護者と連携し、個別支援
を実施していく。

①生徒の８5％以上が「授業が分かりやすい」と答えている。また、保護者
の78％が「子供が授業内容を理解している」と答えている。引き続き個別最
適な学びを行っていく。
②生徒の65％が「もう少し自分で勉強したい気持ちになった」と答えてい
る。今後、生徒の実態に応じた主体的・対話的で深い学びとなるように、授
業改善を推進していく。

①生徒の85％以上が、「基礎科目」によって基礎・基本の知識が付いたと感
じている。生徒同士の学び合いなどの活動する場面をより多く取り入れ学力
の定着を図る。
②進路目標に応じた学力を身に付けたと自己評価している生徒が77％であっ
た。指導の点検・改善を行い、早期の進路目標の設定と、日々の学習の重要
性を粘り強く指導していく。
③生徒は90％、保護は78％が、資格取得に向けた指導に満足している。生
徒の学習意欲の向上を促進するために整えていく。

①規律が保たれ、学校が安全だと感じる生徒が76％であった。生徒の個性や
特性に配慮し、精神的な安定を図るように環境を整えていく。
②82％の生徒が、基本的生活習慣を身に付け、服装頭髪などみだしなみが
しっかりしていると答えている。各学年が統一見解で服装頭髪指導を実施
し、生徒会との連携も図っていく。

①「学校は、いじめの防止や早期発見に向けた取組を積極的に行っている」
と認識している生徒が78％である。いじめアンケートの実施、アンケート結
果のフィードバック、日々の生徒観察を行い、早期対応を心掛ける。
②定期的ないじめ防止対策委員会の実施、生徒情報の把握、スクールカウン
セラー、保護者等との連携を図り、今後もいじめの認知・解消に積極的に取
り組んでいく。

①欠席率が6.0％、遅刻率が2.2％という結果となり、昨年度より欠席率は減
少した。引き続き、原因について精査し、保護者との連携を図り、全職員共
通理解のもと、支援体制を構築する。
②交通マナーやルールを遵守して、自分の身は自分で守るという意識を常に
持っている生徒が93％である。今後も交通マナーやルールを遵守することの
大切さを指導し、交通事故防止に努めていく。

①職員の８９．５％は ICTを活用し個別最適な学びや協働的な学びの授業を実践している。
生徒は調べ学習やプレゼンテーションにおいて、ICTを活用をするようにしている。また、生
徒へのアンケートは、Chromebookを活用をし、ペーパーレスで実施している。

① 職員の８４．２％は ICTを活用した業務改善を進め、諸調査等をペーパーレスで実施して
いる。授業に関する連絡や課題の配信、アンケートの実施などにClassroomを活用してい
る。引き続き、会議資料のペーパーレス化を図り、ＩＣＴを活用した業務改善を推進してい
く。

○ドリカムプランに満足しているということは、
キャリア教育が充実している証拠である。
○個別指導の充実は生徒の意欲的な学習に繋が
る。
○生徒の個性に応じた適切な指導助言がされてい
る。
○ドリカムプランは板倉高校の大きな特色であ
り、学校内外からの評価もとても高い。


